
新型コロナ 経済・生活面の相談窓口

※平日開設。一部は週末も開設

仙台市

◆こころの相談窓口
・仙台市在住者
　・仙台市以外
◆差別や誹謗中傷被害
◆出産・妊婦生活の不安

０２２-７２４-１１２２

０２２-２１４-７３３８

０２２-２１４-１００３
０２２-２１４-７３３８
０２２-２１４-７３２９

◆日本政策金融公庫
◆商工中金
◆七十七銀行
◆仙台銀行

事業者向け 金融機関

０２２-２６５-２２２９
０２２９-２３-０３０２
０９０-１５５２-１４７７
０９０-１０６０-２２３２

※月、水、金曜午後１～７時

０１２０-１５４-５０５
０１２０-５４２-７１１
０１２０-６５１-０７７
０２２-２２５-８２８１

◆中小企業応援窓口
◆感染拡大防止協力事業者
特別支援金
◆制度融資
◆保証料補給
◆地域産業応援金
◆市社会福祉協議会の貸し付け相談

０８０-９１９０-２５４６
０８０-７９９８-２２０６
０８０-４４７８-５０２５
０９０-６０７１-５７９５

※申し込みは8月末まで

０７０-１３９８-１６８１
０７０-３１０５-３４８５
０８０-９１９０-５４７６
０９０-６０８８-４５０７ 新型コロナワクチンのコールセンター
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受
診
の
際
は
事
前
に
電
話
で
症
状
な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◇

県
と
仙
台
市
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は

時
間

対
応
で
電
話
応
対
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
発
熱
、
せ
き
な
ど
の
風
邪

の
症
状
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
近
く
の
医
療
機
関

に
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
な
ど
相
談

先
が
分
か
ら
な
い
方
は
「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
右
下
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
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中
学
校
と
防
犯
協
定
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白

石

特
殊
詐
欺
被
害
防
ぐ
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∪
∪

大
河
原

手
口
学
び
財
産
守
る
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∪
∪
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仙

台

大
河
原
署
は
特
殊
詐
欺
被
害

を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
柴
田
農
林
高

前
店
（
大
河
原
町
）
と
同
店
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
浅
野
貞
子
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

同
署
な
ど
に
よ
る
と
、
浅
野

さ
ん
は
６
月
２
日
午
後
６
時
半

ご
ろ
、
来
店
し
た
同
町
の
無
職

男
性

か
ら
「
パ
ソ
コ
ン
が

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
修
理
代

を
求
め
ら
れ
た
」
と
聞
い
た
。

男
性
は

万
円
分
の
電
子
マ
ネ

ー
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
浅
野
さ
ん
は
特
殊
詐
欺
と

判
断
。
警
察
に
相
談
す
る
よ
う

説
得
し
、
被
害
を
防
い
だ
。

署
内
で
あ
っ
た
贈
呈
式
で
、

宮
沢
伸
育
署
長
が
浅
野
さ
ん
ら

に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
‖
写
真

‖
。浅

野
さ
ん
は
「
金
額
も
大
き

く
、
購
入
方
法
も
不
慣
れ
だ
っ

た
の
で
特
殊
詐
欺
を
疑
っ
た
。

最
初
は
譲
ら
な
か
っ
た
が
、

分
以
上
説
得
し
て
納
得
し
て
も

ら
っ
た
。
今
後
も
高
齢
者
へ
の

声
掛
け
な
ど
気
を
配
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

（
６
月

日
）

特
殊
詐
欺
か
ら
高
齢
者
ら
を

守
る
た
め
の
講
習
会
が
仙
台
市

青
葉
区
の
市
福
沢
市
民
セ
ン
タ

ー
で
あ
り
、
県
警
の
元
警
察
官

が
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
方

法
を
伝
え
た
。

高
齢
者
ら
約

人
が
参
加
。

角
田
署
の
生
活
安
全
課
長
だ
っ

た
後
藤
裕
次
さ
ん

が
講
師

と
な
り
、
特
殊
詐
欺
の
手
口
を

実
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
た
。「
犯

罪
者
は
言
葉
巧
み
に
高
齢
者
の

弱
み
に
つ
け
込
む
。
還
付
金
や

電
子
マ
ネ
ー
と
聞
い
た
ら
、
詐

欺
か
も
し
れ
な
い
と
疑
っ
て
ほ

し
い
」
と
強
調
し
た
。

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
福
沢
シ
ニ
ア

大
学
」
の
講
座
と
し
て
開
か
れ

た
。
２
０
２
１
年
度
中
に
あ
と

７
回
、
健
康
や
絵
手
紙
体
験
な

ど
の
講
座
を
開
く
。

参
加
し
た
仙
台
市
宮
城
野
区

の
無
職
菅
野
か
つ
枝
さ
ん

は
「
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
き
不

安
だ
っ
た
が
、
お
話
を
聞
い
て

詐
欺
だ
と
分
か
っ
た
の
で
良
か

っ
た
」
と
話
し
た（

６
月

日
）

元
警
察
官
が
特
殊
詐
欺
の
手
口
を
紹

介
し
た
講
習
会

白
石
市
４
中
学
校
で
つ
く
る

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
白

石
市
Ｐ
Ｓ
Ｃ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と

白
石
署
の
協
定
締
結
式
が
同
署

で
あ
っ
た
‖
写
真
‖
。
特
殊
詐

欺
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
活
動

な
ど
で
連
携
す
る
。

締
結
式
が
あ
り
、
白
石
中
３

年
で
同
校
Ｐ
Ｓ
Ｃ
隊
長
の
大

泉
奈
穂
さ
ん

が
「
よ
り
良

い
地
域
を
目
指
し
、
積
極
的
に

活
動
に
取
り
組
む
」
と
宣
言
。

東
、
福
岡
、
小
原
を
加
え
た
４

校
の
生
徒
代
表
が
鈴
木
慎
二

署
長
と
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

た
。各

校
は
主
に
朝
の
あ
い
さ
つ

運
動
に
力
を
入
れ
る
。
鈴
木
署

長
は
「
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

（
６
月

日
）

（４日）

仙
台

▽
池
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

児
科
）
‖
青
葉
区
旭
ケ
丘
０
２
２
（
２

３
３
）
５
５
０
２
▽
い
の
う
え
小
児

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
宮
城

野
区
福
室
（
２
５
４
）
１
１
０
１
▽

た
か
も
り
整
形
外
科
（
整
形
外
科
）

‖
泉
区
野
村
（
３
４
２
）
５
６
２
３

▽
広
南
休
日
内
科
小
児
科
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
）
‖
太
白
区
長
町

（
２
４
８
）
５
８
５
８
▽
泉
地
区
休

日
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖
泉

区
泉
中
央
（
３
７
３
）
９
１
９
７
▽

急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科
・
整

形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６
６
）

６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所
（
内

科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖
青
葉
区
堤

町
（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜
間
休

日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児
科
）

‖
太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）

７
０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所

‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４

５
白
石
・
刈
田

▽
塚
本
内
科
消
化

器
科
（
内
科
）
‖
白
石
市
城
南
０
２

２
４
（
２
６
）
１
０
２
６
▽
公
立
刈

田
総
合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福

岡
蔵
本
（
２
５
）
２
１
４
５

角
田
・
丸
森

▽
丸
森
町
国
民
健

康
保
険
丸
森
病
院
（
内
科
・
外
科
）

‖
丸
森
町
鳥
屋
０
２
２
４
（
７
２
）

２
１
３
１
▽
吉
田
歯
科
医
院
‖
角
田

市
角
田
（
６
２
）
２
１
３
０

柴
田

▽
平
井
内
科
（
内
科
）
‖

大
河
原
町
甲
子
町
０
２
２
４
（
５
２
）

２
７
７
７
▽
毛
利
産
婦
人
科
医
院

（
外
科
）
‖
柴
田
町
船
岡
西
（
５
５
）

３
５
０
９
▽
大
友
歯
科
医
院
‖
柴
田

町
船
岡
東
（
５
７
）
２
１
２
０

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
お
お
み
や
歯
科
‖

大
手
町
（
３
８
２
）
２
５
３
７

岩
沼

▽
本
郷
医
院
‖
中
央
０
２

２
３
（
２
４
）
２
１
０
０

亘
理
・
山
元

▽
み
や
ぎ
南
部
整

形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
亘
理
町
逢
隈

高
屋
０
２
２
３
（
３
６
）
７
５
７
７

▽
鳥
の
海
歯
科
医
院
‖
亘
理
町
荒
浜

（
３
５
）
３
２
２
２

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
錦
町
０
２
２
（
３
６

６
）
０
６
３
０
▽
き
く
ち
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
塩
釜
市
庚
塚
（
３
６

１
）
３
３
６
８

黒
川

▽
明
石
台
整
形
外
科
‖
富

谷
市
明
石
台
０
２
２
（
３
５
１
）
２

３
２
２

大
崎

【
昼
】
▽
千
葉
医
院
（
内

科
）
‖
古
川
駅
前
大
通
０
２
２
９
（
２

２
）
３
２
２
８
▽
片
倉
病
院
（
外
科
）

‖
古
川
浦
町
（
２
２
）
０
０
１
６
▽

大
崎
市
民
病
院
鹿
島
台
分
院
（
内
科
）

‖
鹿
島
台
平
渡
（
５
６
）
２
６
１
１

▽
岩
渕
胃
腸
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
三
本
木
南
町
（
５
２
）

６
２
１
１

▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室

（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５

１
０
１
【
夜
】
▽
片
倉
病
院
（
内
科

・
外
科
）
‖
古
川
浦
町
（
２
２
）
０

０
１
６

加
美
・
玉
造

▽
鈴
木
内
科
医
院

‖
加
美
町
旧
舘
０
２
２
９
（
６
３
）

３
０
５
６

遠
田

▽
熱
海
医
院
‖
美
里
町
素

山
町
０
２
２
９
（
３
３
）
２
０
２
０

栗
原

▽
宮
城
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
一
迫
真
坂
０
２
２
８
（
５
２
）
２

８
８
１
▽
せ
み
ね
の
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
瀬
峰
根
岸
（
３
８
）
４
１
３
３

登
米

▽
登
米
市
立
豊
里
病
院
‖

豊
里
町
土
手
下
０
２
２
５
（
７
６
）

２
０
２
３

石
巻

▽
上
石
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
清
水
町
０
２
２
５
（
２

２
）
２
６
０
２
▽
石
巻
市
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
・
外
科
）
‖
蛇

田
（
９
４
）
５
１
１
１
▽
し
ら
ゆ
り

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
産
婦
人
科
）
‖
蛇
田

（
２
２
）
３
７
１
７
▽
石
巻
ロ
イ
ヤ

ル
病
院
（
内
科
）
‖
広
渕
（
７
３
）

５
８
８
８
▽
鈴
木
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
大
街
道
北
（
９
３
）
４
１
８
２
▽

石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所
‖
中

里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
わ
た
な
べ
整
形
外
科

‖
赤
井
０
２
２
５
（
８
４
）
２
３
２

３
気
仙
沼

▽
三
条
小
児
科
医
院
‖

田
中
前
０
２
２
６
（
２
３
）
０
０
８

８
▽
鈴
木
歯
科
医
院
‖
赤
岩
五
駄
鱈

（
２
２
）
０
８
２
７

調理や保存用途学ぶ

加
美
町
の
賀
美
石
小
（
児
童

人
）
で

６
月

日
、
文
化
財
出
前
授
業
が
開
か
れ

た
。
６
年
生

人
が
町
内
で
発
掘
さ
れ
た

実
物
の
土
器
に
触
れ
、
郷
土
の
歴
史
を
実

感
し
た
。

同
校
校
舎
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
「
壇

の
越
遺
跡
」
の
上
に
建
っ
て
い
る
。
講
師

の
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
、
吉
田
桂
さ
ん

が
「
校
内
に
展
示
し
て
い
る
土
器
も
本
物
。

家
が
遺
跡
の
上
に
あ
る
子
も
多
い
は
ず

だ
」
と
語
り
か
け
た
。

児
童
は
壇
の
越
で
出
土
し
た
土

は

師
じ

器
と

須
恵
器
を
手
に
持
ち
、
色
や
感
触
の
違
い

か
ら
、
煮
炊
き
や
保
存
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

土
器
の
用
途
を
学
ん
だ
。
吉
田
さ
ん
は
、

壇
の
越
が
隣
接
す
る
役
所
跡
「
東
山
官

か
ん

衛
が

遺
跡
」
に
勤
め
た
役
人
や
兵
士
の
町
だ
っ

た
と
解
説
。
当
時
で
は
珍
し
い
碁
盤
目
状

の
道
路
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
重
要

拠
点
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

佐
藤
響
さ
ん

は
「
歴
史
や
土
器
は

生
活
か
ら
離
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
た

が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。
も
っ
と
調
べ

て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

文
化
財
出
前
講
座
は
町
教
育
委
が
昨
年

度
、
町
内
の
全
小
学
校
で
始
め
た
「
ふ
る

さ
と
寺
子
屋
」
事
業
の
一
環
。
吉
田
さ
ん

は
「
き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
。
町
の
文

化
財
、
遺
跡
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
望
ん
だ
。

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥
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婚婚墾
懇
懇
懇
懇
懇
懇昆 婚婚 昏

懇
懇
懇
懇
懇
懇

恨

加
美

賀
美
石
小
で
文
化
財
出
前
授
業

町内で発掘された土器に触れて特長を確かめる児童

遠
田
署
と
美
里
町
防
犯
協
会

は
６
月

日
、
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅

で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
、
駅
の

利
用
者
に
痴
漢
被
害
の
防
止
を

訴
え
た
。

署
員
や
、
防
犯
協
会
の
会
長

を
務
め
る
相
沢
清
一
町
長
ら

人
が
参
加
。
駅
の
改
札
口
近
く

や
通
路
で
痴
漢
撲
滅
の
チ
ラ
シ

や
呼
子
笛
の
セ
ッ
ト
約
１
０
０

個
を
配
り
、
子
ど
も
や
女
性
の

被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
た
。
Ｊ

Ｒ
石
巻
線
の
小
牛
田（
美
里
町
）

｜
涌
谷
駅
（
涌
谷
町
）
間
で
は

署
員
３
人
が
電
車
に
乗
り
込

み
、
警
戒
に
当
た
っ
た
。

遠
田
署
の
小
山
紀
文
生
活
安

全
課
長
は
「
被
害
者
の
周
囲
の

人
も
傍
観
者
と
な
ら
ず
、
声
掛

け
を
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た

い
」
と
話
し
た
。

災
害
時
支
援

人
と
資
機
材
で

協
定
書
を
手
に
す
る
保
科
町
長

左

と
肥
田

代
表

丸
森
町
と
、
石
巻
市
の
被
災
地
支
援
団

体
「
オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
災
害
へ

の
対
応
で
連
携
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。
２

０
１
９
年

月
の
台
風

号
を
教
訓
に
、

復
旧
に
必
要
な
資
機
材
の
確
保
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
調
整
な
ど
で
協
力

す
る
。

オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
台
風
の
直
後
に

町
に
入
っ
た
。
重
機
で
土
砂
を
撤
去
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も

支
援
し
た
。
現
在
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
志
望
す
る
町
民
に
重
機
の
操
作
を
指
導

し
て
い
る
。

町
役
場
で
６
月

日
に
あ
っ
た
締
結
式

で
保
科
郷
雄
町
長
は
「
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陣
頭
指
揮
を
執
り
、

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
し
て
く
れ

た
」
と
感
謝
。
「
協
定
を
心
強
く
感
じ
る
」

と
述
べ
た
。

オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
パ
ン
災
害
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
肥
田
浩
代
表
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
材
育
成
に
触
れ
「
住
民
の
災

害
対
応
技
術
を
向
上
さ
せ
る
手
法
の
ひ
な

型
を
丸
森
で
つ
く
り
、
全
国
へ
発
信
し
た

い
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
東
日
本
大
震
災

や

年
の
九
州
豪
雨
な
ど
全
国
各
地
の
被

災
地
で
活
動
実
績
が
あ
る
。

丸森町 オープンジャパン と協定

痴漢被害に注意を
遠田署チラシ配り呼び掛け

駅の改札口前でチラシを配った美里町防犯
協会員ら
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